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非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２４Fカリ･先進感性

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】繊維・感性工学に関する知識を基 感性に関連する情報処理技術について理解する。また、その技
に、モノ作りを実施できる能力 術を応用し、感性価値を有する製品を創造するための基礎とな

る技術を身につける。
⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 最初に、感性と情報の関わりについて概観する。感性情報処理に関連する技術として、仮想現実（VR）、
拡張現実（AR）、複合現実（MR）、ヒューマンマシンインタフェース、機械学習、ディープラーニング、
人工知能について解説する。また、感性情報処理の応用事例を解説し、理解を深める。

(5)授業計画 この授業は1コマ100分で実施する。
1．感性と情報
2．仮想現実（VR）・拡張現実（AR）・複合現実（MR）の基礎
3．仮想現実（VR）と感性
4．拡張現実（AR）と感性
5．複合現実（MR）と感性
6．ヒューマンマシンインタフェースの基礎
7．ヒューマンマシンインタフェースと感性
8．機械学習(1)
9．機械学習(2)
10．ディープラーニング(1)
11．ディープラーニング(2)
12．人工知能と感性
13．感性情報処理の応用事例(1)
14．感性情報処理の応用事例(2)

(6)成績評価の方
法

理解度を問う試験（ミニテスト、期末試験）の点数およびレポートで評価する。

(7)成績評価の基
準

秀：授業の達成目標の水準から見て卓越している
優：授業の達成目標の水準よりかなり上にある
良：授業の達成目標の水準よりやや上にある
可：授業の達成目標の水準にある
不可（D）：授業の達成目標の水準よりやや下にある
不可（F）：授業の達成目標の水準にない

(8)事前事後学習
の内容

この授業は90時間の学修を必要とする内容です。従って、60時間以上の時間外学習が必要となります。

(9)履修上の注意 最新のトピックを扱うため、教科書は指定しませんので、毎回の授業を集中して受けてください。

(10)質問,相談へ
の対応

授業に関する質問・相談は授業時間中あるいは授業終了後に対応します。授業時間以外は、担当教員へ
メールで問い合わせてください。

(11)学生へのメッ
セージ

最新の情報処理技術を、感性工学の中でどのように活かしていくかを考えながら受講してください。

(12)その他 特になし

【教科書】 指定しない

【参考書】 指定しない


